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番号 項目 支援メニュー

①
案内設置看板の整理／管理者同士の連携／案内サイン・路面標示矢羽根の標準仕様の作成／各建設
管理部等への情報提供

②
コンビニを休憩施設として支援することを目的とした連携協議会とコンビニとの包括協定の締結に向けた
調整

③
鉄道やバス等の公共交通機関への自転車の持ち込み／JR駅や空港等での自転車組み立てスペース確
保やロッカーの拡充

④ 手荷物輸送を進める取組の検討・実施

⑤ 道の駅の駐車場等の公共駐車場利用の仕方の整理／駐車場の情報発信

⑥ レンタサイクル事業の実施

⑦
拠点となりうるルート上の既存施設の洗い出し（公民館、寺社仏閣、交番等）／サイクリング周遊拠点の整
備／道路パトロールカーによるサイクリストのサポート／メンテナンス講習会の開催支援

⑧
ガイドツアーの支援／その他地域観光団体との連携／北海道サイクリング協会との連携／官民連携の推
進／空港との連携／企業との連携／コンテンツの造成

⑨ 取組効果の把握、サイクリング客数推計のための調査

⑩ 海外現地プロモーションなどによる誘致

⑪
サイクル・ツーリズム北海道推進連絡会の運営による情報発信／WEBサイト等での情報発信／サイクル
ルートマップによる情報発信／自転車利用環境向上会議における情報発信

情報発信

利用実態調査

コンビニ連携

走行環境整備支援

公共交通連携支援

輸送連携

駐車場連携

サイクルステーションの整備

連携強化

レンタルバイク

海外プロモーション

連携協議会における支援メニュー一覧
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サイクル・ツーリズム北海道推進連絡会の
運営による情報発信

過年度
取組内容

• 今年度は2022年7月に第18回となる連絡会を開催し
情報交換を実施。

現在
取組内容

• 来年度2023年7月の第19回連絡会開催（予定）に向
け準備中。情報交換を予定。

今後の取組
検討状況

• 今後も継続して実施予定（第20回以降の連絡会の開
催）

情報発信

【連絡会の開催による官民の意見交換等実施】

サイクル・ツーリズム北海道推進連絡会の
運営による情報発信

過年度
取組内容

• 2022年3月に冊子発行。
• 2022年3月開催の 「CYCLE MODE RIDE OSAKA2022」
に出展し冊子配布等PR

• 冊子は連絡会のＨＰでも開示。

現在
取組内容

• 2023年3月に冊子発行、道内外へ配布。
• 冊子は連絡会のＨＰでも開示。

今後の取組
検討状況

• ・2024年3月に冊子発行予定。
• 2024年3月開催の 「CYCLE MODE RIDE OSAKA2024」
に出展し、冊子配布等PR予定。

• 冊子は連絡会のＨＰでも開示。

情報発信

【ＰＲ冊子の作成・配布】

▼サイクル冊子

（一社）北海道商工会議所連合会の支援メニュー取組状況①

▼意見交換会の様子

▼CYCLE MODE RIDE OSAKA2022出展の様子
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サイクル・ツーリズム北海道推進連絡会の
運営による情報発信

過年度
取組内容

• 2021年12月に台湾南部の屏東(へいとう)で開催のトライア
スロンイベント(「ラヴァキッズ・ダペン・ベイ」)で札幌テレビ
放送㈱の協力を得てサイクル冊子を配布しPR

現在
取組内容

• 繁体字版のサイクル冊子作成し、2022年11月に台北で開
催の「２０２２リブ ラヴァ クイーン タイペイ女子デュアス
ロン」（ランとバイクのデュアスロン大会）で札幌テレビ放送
㈱の協力を得てサイクル冊子650冊を配布しPR。

今後の取組
検討状況

• 未定

情報発信

【海外へのPR】

海外プロモーション

（一社）北海道商工会議所連合会の支援メニュー取組状況②

▼冊子配布時の様子
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（一社）ＳＢＷ支援センターの支援メニュー取組状況①

鉄道やバス等の公共交通機関への自転車の持ち込み

過年度
取組内容

－

現在
取組内容

• ２０２２年１０月３１日に開催された釧網線サイクルトレインモニ
ター調査に協力

• ２０２２年１０月１日～３日で、歴史・文化を活かした南北海道
サイクルツーリズム推進協議会主催で実施されたサイクルツ
アーでの道南いさりび鉄道を使ったサイクルトレインと、函館
バスを使ったサイクルバスの実証に協力

• ２０２２年１０月９日～１０日に開催された「石狩川流域圏基幹
ルート走行会」で宗谷バスの「サイクルバス」の実証に協力

今後の取組
検討状況

• 今年度も、シーニックバイウェイ北海道の各ルートで実施され
るサイクルイベントでのサイクルバスやサイクルトレインの調
査、実証に協力の予定

公共交通連携支援

▲道南いさりび鉄道への自転車
搭載試行2021年から実施。道南

駐車場の情報発信

過年度
取組内容

• シーニックの地域活動団体による自転車ラックの製作と
配備 （釧路湿原・阿寒摩周ルート、萌える天北オロロン
ルート）

現在
取組内容

• シーニックの地域活動団体による自転車ラックの製作と
配備 （釧路湿原・阿寒摩周ルート、萌える天北オロロン
ルート）

今後の取組
検討状況

• シーニックの地域活動団体と連携したサイクルラックの
整備を継続

駐車場連携

▼高校生とルートとの自転車ラック作成と設置
（萌える天北オロロンルート）

▲サイクルイベント時に実際に使用▲R3年度製作のラックを町内
の立ち寄り施設に設置▲函館バスへの自転車搭載。2019年から実施。道南
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（一社）ＳＢＷ支援センターの支援メニュー取組状況②

サイクリング周遊拠点の整備

過年度
取組内容

• 札幌駅北口でゲストハウス「Ten to Ten」と連携して、石狩
川流域圏ルート（調整中）を対象とした拠点整備を実施。

• 「Ten to Ten」の拠点整備を継続
• 着替え、シャワー利用サービスを開始（COVID19対応のため
休止中）

• ガイドサイクリングの実施（COVID19対応のため休止中）

現在
取組内容

• 札幌駅北口でゲストハウス「Ten to Ten」と連携して、石狩
川流域圏ルートを対象とした拠点整備を実施

• ガイドサイクリングの実施
• 「Ten to Ten」の拠点整備を継続
• 着替え、シャワー利用サービスを実施（COVID19対応のため
休止中）

今後の取組
検討状況

• 今後も継続を予定しているが、COVID19による環境変化を考
慮して、随時、修正を行う。

サイクルステーションの整備

▲tentotenから現地へ自転車を
運ぶためのトラックへ積み込み▲ガイドサイクリング（in 増毛町）

取組効果の把握、サイクリング客数推計のための調査
（自転車活用等促進事業）

過年度
取組内容

• 札幌市北口ゲストハウス「Ten to Ten」で、レンタサイクル
事業を実施(COVID19の影響もあり、個別貸し出しは休止）。

• 電動アシスト自転車のレンタル開始
• マウンテンバイクなど、オフロードバイクのレンタル準備
• 北広島市、豊頃町、鶴居村でレンタサイクル事業に協力

現在
取組内容

• 過年度からの取り組みを継続中

今後の取組
検討状況

• 今後も継続を予定しているが、COVID19による環境変化を
考慮して、随時、修正を行う。

レンタルバイク

▲電動アシストMTBのレンタルによる
アクティビティ体験ワーケーションツアー
の実施（in 石狩市）

▲北海道サイクルルート連携協議会
主催の石狩北部・増毛サイクルルート
現地視察で自転車を貸出 5



（一社）ＳＢＷ支援センターの支援メニュー取組状況③

ガイドツアーの支援

過年度
取組内容

－

現在
取組内容

• ATWSに向けて札幌及び道南のシーニックバイウェイが
関わるPSA、DOAの事前確認の調査協力を行った。

今後の取組
検討状況

• ATWSで実施されるPSA,DOAの実施及び関係機関への協
力を予定している。

連携強化

▼事前確認調査の様子

▲ATWS2023に向けた札幌市主催
のプレツアーにてレンタサイクルにて
協力実施（in 札幌市南区）

▲ATWS2023に向けた札幌市主催
のプレツアーにて調査協力を実施
（in 石狩市）

メンテナンス講習会の開催支援

過年度
取組内容

• R4年度初開催

現在
取組内容

• スポーツバイクをメンテナンスできる自転車店は数少
ない地方部において、応急的なメンテナンススキルを
習得する講習会の開催支援（講習会の企画への助
言、講師の紹介）。

今後の取組
検討状況

• 留萌管内の「サイクリスト応援カー」運転手向けに実
施予定

▲講習会の様子 ▲受講証明書

サイクルステーションの整備
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（一社）ＳＢＷ支援センターの支援メニュー取組状況④

企業との連携

過年度
取組内容

－

現在
取組内容

• ㈱シマノ主催の、大学生を大賞とした第5回 「ソーシャル
×散走」企画コンテストへの北海道内大学への参加案内
と企画立案のサポートに協力。その結果、全国から参加
４０チームの中で、北海道科学大学が大賞、函館大学が
特別賞を受賞

今後の取組
検討状況

• 今年度も、実施予定なので、北海道からの参加チームの
募集に協力することと、昨年、企画された散走ツアーを
実現の取り組む予定。

連携強化

▲藤女子大学
「石狩×散走」

▲北海道科学大学（大賞）
「みっけて余市」

▲函館大学（特別賞）
「CYCLRENOVATION HAKODATE

～タイムスリップできるまち函館～」

▲北海道科学大学
「yofukashiYOICHI
-よふかしよいち-」

▼ソーシャル×散走」企画コンテストの発表資料

▲北海道から参加した大学生による第5回「ソーシャル
×散走」企画コンテスト参加者報告会の様子

北海道サイクリング協会との連携

過年度
取組内容

• ルートを結んだ北海道縦断サイクリングイベントを企画検討
の一環として関係者による現地試走及び調査を実施

• 北海道縦断サイクルイベントの実施方法について検討

現在
取組内容

• 9/18（日）～9/21（水）にて「とんがりロードライド2022」を開催
• 「TEPPEN-RIDE 2022」（9/22-9/24）と接続し、北海道縦断サイ
クリングイベントとして連携事業を実施

今後の取組
検討状況

• 9月中旬にて「とんがりロードライド2023」を開催予定
• 「TEPPEN-RIDE」との連携事業は継続予定

連携強化

▼北海道縦断サイクリングイベントの様子 ▼TEPPENとの連携

「とんがりロードライド」の旭川ゴール／
TEPPENの人たちがお出迎え

翌朝、旭川から「TEPEEN-RIDE」のスタート／
TEPPENのガイドへサイクリング協会ガイドか
らタスキが渡される 7



（一社）ＳＢＷ支援センターの支援メニュー取組状況⑤

WEBサイト等での情報発信
（サイクルート北海道HP更新作業継続）

過年度
取組内容

• サイクルート北海道において、各ルートの情報提供を
実施、継続

現在
取組内容

• サイクルート北海道において、各ルートの情報提供を
実施、継続

• さっぽろサイクルラボの情報提供

今後の取組
検討状況

• 今後も継続予定

情報発信

▲サイクルート北海道HP ▲さっぽろサイクルラボ（ピクニックライド）HP

海外現地プロモーションなどによる誘致

過年度
取組内容

• シンガポール、英国、スイス等とのオンラインによるサイクル
セミナーを共催で開催

• ・シンガポールのサイクリストを対象としたオンラインセミ
ナーを開催

現在
取組内容

• ２０２２年９月にシンガポールからの北海道へのサイクルツ
アーが実施され、主催したSCTと意見交換を行った。

今後の取組
検討状況

• シンガポール、英国、スイス、米国などとのサイクルルアー
の誘致や相互交流について意見交換を行う予定。

海外プロモーション

▼サイクルツアーおよび
意見交換の様子（2020年）

海外のサイクルツアーガイド会社より
（上：イギリス／下：シンガポール）
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北海道の支援メニュー取組状況①

鉄道やバス等の公共交通機関への自転車の持ち込み

過年度
取組内容

• 道内の交通連携の現状把握
• 交通事業者とのＷＥＢ意見交換会の開催

現在
取組内容

• 釧網線・花咲線のラッピング車両によるサイクルトレインモ
ニターツアーの実施

• 主催はJR釧網本線維持活性化実行委員会（事務局：釧路
市）

今後の取組
検討状況

• サイクルトレインの実用化に向けた取組の検討

公共交通連携支援

▼モニターツアーの様子
※自転車活用等促進事業

ラッピング車両（釧網線） ラッピング車両（花咲線）

積み込み状況 サイクリングツアー

道の駅の駐車場等の公共駐車場利用の仕方の整理

駐車場連携

※自転車活用等促進事業

過年度
取組内容

• 道内市町村における駐輪場等のホームページ掲載
情報の調査

現在
取組内容

• 札幌市内の冬期間における自転車保管場所の
Instagramによる投稿

今後の取組
検討状況

• 駐輪場情報等のホームページや各種ＳＮＳによる情
報発信の検討

自転車保管場所紹介

▼HP・Ｉｎｓｔａｇｒａｍの様子
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北海道の支援メニュー取組状況②

サイクリング周遊拠点の整備

過年度
取組内容

－

現在
取組内容

• サイクルラック・空気入れ・修理工具の３点セットの設
置によるサイクルオアシス（サイクリストが安心して休
憩できる場）の整備に向け、ガバメントクラウドファン
ディング（ＧＣＦ）を実施

• 実施期間：R4.8.30～R4.10.28
• 寄附額：1,251,000円（目標100万円）

今後の取組
検討状況

• ＧＣＦのご寄附により、サイクルオアシスとして整備予
定（２月末にサイクルラックが納品予定）

サイクルステーションの整備

▼クラウドファインディング ※地域政策課

北海道サイクリング協会との連携

連携強化

▼相談コーナー・試乗体験の様子 ※自転車活用等促進事業
（地域政策課）

過年度
取組内容

－

現在
取組内容

• 自転車活用等促進事業のイベント（14振興局管内で実
施）において、自転車の相談コーナーや試乗体験に対
応いただくなど、連携した取組を実施

今後の取組
検討状況

• 来年度のイベントでも継続して連携予定

相談コーナー

試乗体験 10



北海道の支援メニュー取組状況③

官民連携の推進

連携強化

▼イベント開催の様子

過年度
取組内容

• 北海道自転車活用等推進連携会議の開催
• 各ルート協議会や交通事業者等とのWEB意見交換会の開催
• 保険事業者等の民間事業者と連携したチカホイベントの開催
• 保険加入促進のコラボチラシの作成など、保険事業者等と連
携した取組の調整

• 販売店舗やシェアサイクル事業者等と連携したヘルメット着用
推進の取組の調整

• 市町村はもとより、道内企業や団体を対象とした「もっと、自
転車北海道。」サポーターの募集

現在
取組内容

• 保険事業者や「もっと、自転車北海道」サポーター等の民間
事業者と連携したイベントの開催

• 保険事業者との連携による保険加入促進に向けたコラボチラ
シの作成

• 市町村や道内企業・団体を対象とした「もっと、自転車北海
道。」サポーターの募集

• ＧＣＦの実施に当たり、関係団体・企業等と連携した募集内容
やサイクルオアシス整備箇所の検討

• 新聞広告を活用した自転車通勤に係る自治体や民間企業の
取組事例の紹介

今後の取組
検討状況

• 今後も継続して実施予定

※自転車活用等促進事業
（地域政策課）

イオンサイクルフェア（5/19～22） 道庁１階パネル展（5/19～20）

WEBサイト等での情報発信
（自転車活用等促進事業の一環）

情報発信

※自転車活用等促進事業

▲SNSでの情報発信（左からinstagram、facebook、twitter）

過年度
取組内容

• 「もっと、自転車北海道。」公式Ｉｎｓｔａｇｒａｍを開設し、
幅広い層に対し、自転車の魅力を情報発信

現在
取組内容

• Facebook及びTwitterの「もっと、自転車北海道。」公
式アカウントの開設

• Instagram、Facebook、Twitterの公式アカウントによる
定期的な情報発信（利活用促進、イベント開催、GCF
の寄附呼び掛けなど）

今後の取組
検討状況

• 今後も継続予定

11



北海道の支援メニュー取組状況④

管理者同士の連携
過年度
取組内容

• 開発局や関係機関との連携
• 各ルートの走行環境整備計画について情報収集

現在
取組内容

• 開発局や関係機関との連携
• 各ルートの走行環境整備計画について情報収集

今後の取組
検討状況

• 引き続き連携

走行環境整備支援

走行環境整備状況

トカプチ４００ オホーツクサイクリングルート 石狩北部・増毛サイクルルート

羊蹄ニセコエリアサイクルルート

各建設管理部等への情報提供資料

矢羽根型路面表示 案内看板 案内用路面表示

矢羽根型路面表示

ピクトグラム（自転車）の設置

トカプチ４００ 矢羽根型路面表示の設置

ルート名 取組内容

オホーツクサイクリングルート ピクトグラム（自転車）の設置

石狩北部・増毛サイクルルート 案内看板、案内看板（シール）、案内用路面表示、矢羽根型路面表示の設置

羊蹄ニセコエリアサイクルルート 矢羽根型路面表示の設置

石狩川流域圏ルート 北広島工区：用地買収の実施、恵庭工区：ルート検討中

石狩川流域圏ルート

矢羽根型路面表示

※道路課

12



北海道（観光振興機構）の支援メニュー取組状況

ガイドツアーの支援（観光振興機構）

過年度
取組内容

• ATWS（アドベンチャー・トラベル・ワールド・サミット）に向け
たPSA（Pre Summit Adventure）、DOA（Day of Adventure）受
入整備を目的としたワークショップ・セミナーの開催

現在
取組内容

• ATWSに向けて実施するサイクリングツアーの磨き上げの
ためのテストツアーを開催

今後の取組
検討状況

• 今後もATWS開催に向けた準備を継続予定

連携強化

その他地域観光団体との連携（観光振興機構）

連携強化

過年度
取組内容

• 地域が主体となり行うモニターツアー開催やイベント実施
等の取組に向けた支援を実施

現在
取組内容

• 地域が主体となり行うモニターツアー開催やイベント実施
等の取組に向けた支援を実施

今後の取組
検討状況

• 今後も継続して実施予定

※アドベンチャートラベル推進事業
※地域の魅力を活かした観光地づく
り推進事業、広域観光周遊促進事業

▼テストツアーの様子

※アドベンチャートラベル推進事業

走行前ブリーフィング サイクリング走行（ニセコ）

サイクリング走行（北広島） 意見交換会の様子

▼イベント開催の様子

羊蹄ニセコサイクルエリアの魅力アップ事業 13



北海道運輸局の支援メニュー取組状況①

鉄道やバス等の公共交通機関への自転車の持ち込み

過年度
取組内容

• 北見バスターミナル横にサイクルステーションを設置し、バ
スに自転車を積み込む輪行サービス「バス＆ライド」を実
施

現在
取組内容

• 北見エリアにおいて、サイクルトレーラー付き車両で自転
車を運び、走りやすい場所でサイクリングをする「いいとこ
どりツアー」を実施

今後の取組
検討状況

• 観光庁の補助金事業を活用し、継続実施予定

公共交通連携支援

コンテンツ造成

過年度
取組内容

－

現在
取組内容

• 「観光バスの通れない坂道を巡る自転車ツアー造成事業」

• 室蘭市において観光バスが通れない狭い道や高低差の
ある道を電動アシスト自転車で巡るマッピングレンタサイク
ルを実施。また、マップの内容を工夫し、地元住民との交
流を創出するツアーを造成

今後の取組
検討状況

• 観光庁の補助金事業を活用し、継続実施予定

連携強化

▲コースマップを使用したサイクリングの様子▲サイクルトレーラー付き車両とサイクリングの様子

14



北海道運輸局の支援メニュー取組状況②

コンテンツ造成

過年度
取組内容

－

現在
取組内容

• 「七飯・大沼アドベンチャートラベルサイクリングコンテンツ
造成事業」

• 大沼公園の観光資源である遊覧船・ゴンドラと、七飯町内
３種の醸造所や秘境を自転車で巡るサイクリングツアーや、
ファットバイクで結氷した湖の上を走るサイクルツアーを造
成

今後の取組
検討状況

• 観光庁の補助金事業を活用し、継続実施予定

連携強化

▲ファットバイクを使用した氷上サイクルツアーを造成

15



北海道開発局の支援メニュー取組状況①

走行環境整備支援

案内設置箇所の整理

過年度
取組内容

• 申請ルートの情報調査
• ルート情報のとりまとめ
• アクションプランの整理

現在
取組内容

• R5年度アクションプランにて進捗状況を管理

今後の取組
検討状況

• 今後も継続予定

▼各ルートのアクションプラン

走行環境整備支援

案内サイン・路面表示矢羽根の
標準仕様の作成

過年度
取組内容

• 基幹ルートの案内サイン、路面表示矢羽根の標準仕
様の作成

• 地域ルートの案内サインの標準仕様の作成

現在
取組内容

• 仕様書の改訂
• 引き続き運用

今後の取組
検討状況

• 引き続き運用
• 必要に応じて見直しを実施

▼地域ルートの案内サイン標準仕様

案内看板（左：基幹ルート・地域ルート重複区間、右：地域ルート） 16



北海道開発局の支援メニュー取組状況②

走行環境整備支援

管理者同士の連携

過年度
取組内容

• 河川計画課や道道と連携した取り組みを実施
• 詳細は開発建設部において調整

現在
取組内容

• 河川計画課や道道と連携した取り組みを継続
• 詳細は開発建設部において調整

今後の取組
検討状況

• 今後も継続予定

▼河川管理用通路における案内表示について

河川用管理通路の案内表示

セコマグループとの連携した取組

過年度
取組内容

• 各ルートにおける休憩施設空白地帯とコンビニの位置関係
について調査

• R3.6.21セコマと連携協力協定を締結
• 協定に基づき、セイコーマート店舗７店舗へのサイクルラック
の設置を試行

• 試行のフォローアップとして、サイクルラックを設置した店舗
へのヒアリング調査を実施

現在
取組内容

• セコマグループの取り組みとして、モデルルート沿線のセイ
コーマート151店舗（R4年度）でサイクルラックが設置された

今後の取組
検討状況

• 今後も継続予定

• 新たに登録されたモデルルート沿線や沿線以外のセイコー
マートとの連携を協議

コンビニ連携

▼設置されたサイクルラック
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北海道開発局の支援メニュー取組状況③

道の駅の駐車場等の公共駐車場利用の仕方の整理

駐車場連携

過年度
取組内容

• ルート沿線の道の駅におけるラック設置状況等の整理

• 除雪ステーションの休憩施設としての活用（一部の除雪ス
テーション）

現在
取組内容

• 除雪ステーション、道の駅の活用継続

今後の取組
検討状況

• 今後も継続予定
• 活用する施設の拡充の検討

▼ニセコ除雪ステーションの例

道路パトロールカーによるサイクリストのサポート

サイクルステーションの整備

過年度
取組内容

• 道路パトロールカーに工具や空気入れを搭載しサイ
クリストをサポート

現在
取組内容

• 継続して実施

今後の取組
検討状況

• 継続して実施予定

▼道路パトロールカーによるサポート（上：オロロンライン・
サイクリスト応援プロジェクト、下：トカプチ400）
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北海道開発局の支援メニュー取組状況④

取組効果の把握、サイクリング客数推計のための調査

利用実態調査

過年度
取組内容

• CCTVカメラを活用した自転車交通量調査

現在
取組内容

• CCTVカメラを活用した自転車交通量調査

今後の取組
検討状況

• 当年度調査を踏まえ、新たな手法などを検討

▼基幹ルートに設置されているCCTVカメラによる自転車交通量調査

エコカウンター導入による自転車交通量カウント

利用実態調査

過年度
取組内容

• エコカウンター導入による自転車交通量カウント

現在
取組内容

• エコカウンター導入による自転車交通量カウント

今後の取組
検討状況

• 引き続き継続

▼エコカウンターの設置状況

進行方向の内訳

日別交通量の推移

エコカウンター設置位置
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北海道開発局の支援メニュー取組状況⑤

情報発信

サイクルルートマップによる情報発信

過年度
取組内容

• 基幹ルートの統一マップ作成マニュアルを作成
• 一部見直しを実施

現在
取組内容

• マニュアルを一部更新
• 引き続き陰陽

今後の取組
検討状況

• 引き続き運用

▼基幹ルート統一マップ作成マニュアルの見直し

情報発信

自転車利用環境向上会議における情報発信

過年度
取組内容

－

現在
取組内容

• 第9回自転車利用環境向上会議におけるポスター
セッション参加

今後の取組
検討状況

• 次年度以降も継続して参加予定

▼展示したポスターおよび会場の様子
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令和4年度現地視察および意見交換会 概要 参考

21

◆日程 令和4年10月6日（木）
◆現地視察参加人数 63名
◆走行コース 石狩北部・増毛サイクルルート
◆行程
ルート全長が長いことから、①増毛グループ、②
石狩グループの2班に分けての現地視察（自転車で
の試走含む）を実施。途中、道の駅あいろーど厚
田にて2 班が合流し、残りの現地視察を合同で実
施。

ルート案内状況のチェック 案内看板

【現地視察】

【意見交換会】
◆日時 令和4年10月7日（金）10:30~12:00
◆場所 花川南コミュニティセンター1 階アリーナ

（北海道石狩市花川南6-5-27-2）

意見交換会の様子 議事次第
石狩グループ記念撮影

（望来コミュニティーセンター）増毛グループ記念撮影（増毛駅）

令和4年度10月6.7日に現地視察及び意見交換会を実施。実際にルートを走行することで、翌日の意見交換会において活発な議論がなされた。

現地視察の様子

◆概要
委員からサポート体制やトンネル対策、排水グレーチング、案内
サイン、地域連携等についてのご意見を頂きながら、現状の取組
状況及び課題等を把握。


